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１．研究計画の概要 

間隙性貝形虫について，特に以下の７点を
重点的な研究指標とする． 
(1) 爆発的種分化の実態を把握する． 
(2) 祖先的形質を多くもつ分類群「生きてい
る化石」に対する考察を行う． 
(3) 「所属不明」，「類縁分類群なし」，「遺
存的」分類群に対する系統学的評価を行う． 
(4) 「間隙性生物化」への形態進化の過程を
とらえる． 
(5) 「間隙性生物化」への生態的特性をとら
える． 
(6) 日本周辺の間隙性貝形虫類相を明らかに
し，分類学的多様性の概念を一新する． 
(7) 地理的に隔てられた地域の間隙性貝形虫
類を比較し，形態的・遺伝的距離を考察する． 
 
２．研究の進捗状況 
 上記(1)の大目的を捉えるため，これまでに
伝統的な分類学的手法によるタクサの把握
を軸として，分子系統解析的，生態学的，古
生物学的手法を取り入れて考察してきた． 
(2)の「生きている化石」については，間隙

環境から既に 10 以上の初原的分類群とみな
せる未記載種を見出すことに成功している．
(3)については，分子系統解析を用いることに
よって，表在性種との具体的な近縁関係が明
らかとなり，「所属不明」問題はほぼ解決し
た．また，分子系統学的に見て，多くの貝形
虫類を含むクレードの根幹から分岐し，近縁
のタクサをもたない間隙性属を割り出すこ
ともできた．(4)については，同じく分子系統
解析から，祖先－子孫関係を推察することが
でき，間隙環境に適応する形態的な段階を割
り出すことができた．すなわち，まず前適応
として体サイズがより小型なものが，間隙環
境に適応し始め，次に背甲の扁平化，付属肢
の単純化が起こることを示した．(5)について

は，塩濃度，堆積物の粒度が生存条件の制約
になっているか否かを野外観察と室内実験
から割り出し，前者に対しては表在性種に対
して極めて高い寛容度をもっていること，後
者に対しては，粒径の中央値が 0.25mmを下
回る堆積物中には殆ど生存しないことがわ
かった．(6)については日本海沿岸と北海道東
部を除いてほぼ貝形虫相が明らかになり，想
像以上の未記載種が存在することがわかっ
た．(7)についても，分子系統解析の手法を用
いて，広域に同一種として分布する分類群の
中で，地理的距離と遺伝的距離に相関がある
ことなどを明らかにした．残された今年度は，
(1)の種分化の実態把握に向けて総括してい
る． 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している，と評価
できる．まず，分子系統解析の導入が予想以
上の成果を上げ，想定していた以上のタクサ
について，その系統関係を明らかにできたこ
とが挙げられる．また，次のステップとして，
下記の項目に記すように，本研究が今後新し
い展開で発展できる基盤を築いたことも大
きい．さらに，本研究を通して多くの学生が
育ち，地方大学でありながら，博士課程３名
（内１名は年度末に，本研究の関連で博士号
取得），修士課程４名の大学院生を擁するま
でに研究室が発展したことである．その成果
は，項目５によく表れている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の年限からすれば１年という
限られた期間ではあるが，研究の総括を進め
るとともに，今後の研究に発展させられるシ
ーズを見出すことを中心に据えて研究を推
進したいと考えている．最も中心になること
は，間隙環境の微視的理解である．これにつ
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いては，以下の２つの視点を設けている． 
(1)堆積物粒子の岩石学的性質 
(2)間隙水の化学的特性 

(1)については，構成する堆積物の岩質に着目
し，その表面構造の特性によって，間隙性貝
形虫類に対する habitat の提供の在り方につ
いて考察する．(2)については，間隙水を有機
化学的に分析し，(1)の要素が，クロロフィル
をはじめとした貝形虫類の食物源となる有
機物の含有量を制限し，個体数密度や種組成
に与える影響を考察する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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